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1 はじめに
我々は，一般的な e-Learningシステムの欠点である

サーバへの負荷集中時の応答速度や安定性の低下を解
消すべく，モバイルエージェント技術を応用した分散型
e-Learningシステム [1]を開発している．学習者が本シ
ステムを利用する際は,エージェントからのデータを解
釈してユーザに伝えるためのユーザインタフェース (UI)
が必要である. 従来の UIはMozilla Firefoxの拡張機能
として実装されていたため,ブラウザ依存の問題があっ
た. これを解決するため,UIをブラウザ側からエージェ
ントの実行環境であるエージェントサーバ側に実装する
ように変更し, 提案システムを複数の webブラウザで利
用できるようにした.

2 分散型 e-Learningシステムの概要
提案システムはコンテンツや機能を分散し,システム

に参加するノードの負荷を減らすため,モバイルエージェ
ントフレームワークMaglog[2]を用いて, ネットワーク
上を自律的に移動するモバイルエージェントにより実装
されている．Maglogにはエージェントの動作環境とし
てエージェントサーバがあり，エージェント間の情報共
有を行う場として,フィールドが用意されている. 学習コ
ンテンツ提供，採点や個人情報管理などは，フィールド
を介した複数のエージェントによる協調動作で行われる.

3 ユーザインタフェースの設計
従来のUIはMozilla Firefoxの拡張機能として実装し

ていた. エージェントとの通信は,エージェントサーバに
内蔵されている XML-RPCサーバのフィールドにアク
セスする機能を利用して行われる. この UIはフィール
ド,XML-RPCによる通信を経て,エージェントからデー
タを受け取り,データを解析し,HTMLを生成して読み込
む. よって,ブラウザ側でHTMLの生成を行うためブラ
ウザ依存の問題がある. そこでエージェントサーバ側で
エージェントからのデータを解析し,HTMLの生成を行
うように変更し,通信方式を XML-RPCから HTTPに
変更する. 本UIはHTML文書等を動的に生成するプロ
グラムである Java Servletを使用し実装する. また,新た
にエージェントとの通信手段を考える必要がある. そこ
で Servletを使用しフィールドへのアクセス専用の Java
クラスを作成し,対応した. 本UIにより,直接HTML文
書をやり取りできるため,一般的に使われている webブ
ラウザで提案システムを利用できる.

4 ユーザインタフェースの実行例
本 UIは,提案システムをより多くの人に使用しても

らうため,PC用webブラウザと携帯機器用ブラウザの 2

種類の UI外観を用意した. PC用 webブラウザは Ajax
技術を利用し,画面の一部分のみを書き換える事で通信
の負荷を減らした. 携帯機器用ブラウザは短縮アクセス
可能な「アクセスキー」を設定し，利便性の高い UIを
実現した．PC用の一般的な webブラウザと携帯機器用
ブラウザを利用して学習を行う様子をそれぞれ図 1,図 2
に示す.

図 1 ユーザインタフェース上で学習を行う様子

図 2 携帯機器で学習を行う様子
5 おわりに
本研究では，提案システムにおける複数のwebブラウ

ザに対応するUIの開発を行った．本UIを用いることで,
一般的に使われている webブラウザで学習を行うこと
ができ，携帯機器でのシステム利用も可能となった．今
後，提案システムを実際に運用し，開発した UIのユー
ザビリティを検証する．
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